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今月の表紙 

仲間と一緒に未来へ向かって飛び立つ
　　　（浪江中学校「秋桜祭」　10月28日）
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園児募集園児募集園児募集

学校見学・説明会学校見学・説明会学校見学・説明会
なみえ創成小学校・なみえ創成中学校

12月16日（土）・17日（日）

平成
30年度

平成30年4月の
入園申込みを
受け付けます

保育・授業料は、世帯の課税状況に応じて決まります。浪江町に住民票がある方は、課税
状況にかかわらず免除を受けることができます。詳細は、園までお問合せください。

平成30年4月に浪江町内で整備を進めている「なみえ創成」小学校・中学校が開校します。
開校に先立ち、校舎等の内部見学や学校に関する説明会を開催しますので、ぜひご参加く
ださい。

◇１号認定　教育認定（標準時間）　　　　　満３歳以上のお子さん　１５人
◇２号認定　保育認定（標準時間・短時間）　満３歳以上のお子さん　１０人
◇３号認定　保育認定（標準時間・短時間）　満３歳未満のお子さん　　５人

申込みを希望する方は、園にお電話ください。
必要書類を送付します。

  〒979-1513  浪江町大字幾世橋字来福寺西39番地
（浪江東中学校の南西部）
  　  0240（25）8619

浪江にじいろこども園

平成29年12月1日（金）から平成30年1月31日（水）まで
※受付時間は、9時から16時まで（平日のみ）です。

保育・授業料

浪江町
役　場

浪江東中学校

●幾世橋
　住宅団地

●ヨークベニマル
　（休業中）
●ジャスト
　（休業中）

浪江にじいろこども園

対象・定員

受 付
期 間

日　時

その他

場　所

参加対象者

両日とも10時から12時まで（受付 9時50分から10時まで）
　浪江町立なみえ創成小学校・中学校  校舎
　浪江町大字幾世橋字来福寺西73番地（浪江東中学校）
　　※「浪江にじいろこども園」の駐車場をご利用ください。

学校に関するご相談をお受けしています。遠慮なくご連絡ください。

校舎などの内部見学は、どなたでも参加可能です。
参加を希望する場合は、下記の問合せ先まで、事前にご連絡ください。
（当日の参加も受け付けます。）
転入学等についての相談もお受けします。

　　教育委員会事務局学校教育係　　0243（62）0301

開催

町長から のメ ッ セ ー ジ
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園児募集園児募集

学校見学・説明会学校見学・説明会
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浪江町名誉町民顕彰式
第45回浪江町功労者表彰式

名誉町民　原中　勝征 さん
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浪江町名誉町民顕彰式浪江町名誉町民顕彰式
第45回浪江町功労者表彰式回浪江町功労者表彰式

名誉町民　原中　勝征 さん名誉町民　原中　勝征 さん名誉町民　原中　勝征 さん
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東京電力の提示金額に納得できない方など、どなたでも当センターをご利用いただけます。

現在の申立て以外の損害についても、申立て可能です。また、裁判よりも手続が簡便かつ

無料※1で、ご本人様お一人でも申立てができます。証拠書類がない場合でも申立て可能で

あり、仲介手続の中で、センターの調査官が不明な点を丁寧にお伺いします。

手続が終了している21,127件のうち、８割強である17,353件※2が和解成立に至っています。

※１ 送料等の実費は発生します。　※２ 平成29年10月末現在の件数です。（速報値）

　　　　　　　　居住制限区域（浪江町）の賃貸住宅に居住していたが、娘の住む関東地
方に避難後、平成23年５月に避難先で娘が購入資金の一部（1,000万円）を申立人から贈与
を受けて購入した住居に居住している申立人について、中間指針第四次追補の住居確保に係
る損害に準ずるものとして、避難先地域の家賃相場に照らした想定賃料と原発事故前に居住
していた賃貸住宅の賃料との差額の８年分が賠償された事例（和解事例1214）。
※和解事例は、あくまで申立人の個別事情に基づいて和解した例であり、一般的に適用される基準ではありません。

原子力損害賠償紛争解決センター　無料電話　0120（377）155
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と　き 2018年1月7日（日）
秋桜アリーナ
（浪江町地域スポーツセンター）
受付13時　開式14時

ところ祝 成人式
成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。

成人式は、大人として社会的責任を負う節目を記念する大切なときです。

町は、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福します。

問　教育委員会事務局生涯学習係（浪江町地域スポーツセンター）　　0240（34）3941TEL
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誠意と技術で奉仕する

東北工業建設株式会社
本　　　社 〒979-1502 浪江町大字藤橋字原 59-1
福島事務所 〒960-8252 福 島 市 御 山 字 検 田 5 8 -1
　　　　　 TEL.024-573-4127  FAX.024-573-4128

福島駅→

信夫山
トンネル←飯坂 IC

ヤマダ電機

福島事務所

ご自宅のお悩みございませんか？
etc・・・ご相談ください！修 繕

お問合せは
担当のおざきまで
お気軽にお電話下さい。
024-573-4127

従業員 
随時募集中！ 片付け 清 掃
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は お済みですか？
賠償請求賠償請求賠償請求

　　総合窓口課賠償支援係　　0243（62）1105

原子力損害賠償全般 　 0120（926）404
受付時間：9時～19時（月～金曜日（祝日を除く））
　　　　　9時～17時（土・日曜日、祝日）

東京電力
連 絡 先

初期の賠償が未請求の方へ第８回
　東京電力の賠償は損害項目が多岐にわたっています。損害項目別にシ

リーズ化して解説しますので、ご一読ください。第８回は「初期の賠償が

未請求の方へ（２回目以降の請求が進んでいない方）」です。

　内　　容
　1～4回目（平成23年3月～平成24年5月）の東京電力への賠償請求は、複数の方法があります。
1回目（平成23年3月～平成23年8月）または2回目（平成23年9月～平成23年11月）まで
が請求済みでそれ以降が未請求の方（※１）は、以下を参考に請求を進めてください。
　　（※１）１回目から全く請求をされていない方は、以下の請求方式のほかに全期間（平成23年3月～平成
　　　　　30年3月）をまとめて請求できる方法もありますので、詳しくは東京電力へご連絡ください。

※ 5回目（平成24年6月～）以降の請求は①、②ともに、包括請求方式（一定期間をまとめて請求。
　 「その他の実費」は領収書不要の定額。）、従来請求方式のどちらかを選択することができます。

　賠償項目　 （一つの請求書）
　●精神的損害 .........「月額10万円（避難場所によっては12万円）×月数」を賠償
　●その他の実費 .......避難・帰宅、一時立入り、検査等で発生した費用を賠償
　●就労不能損害 ...... 収入の減収分、増加した通勤費用を賠償
　●生命身体的損害 ...治療費、入通院慰謝料、入通院交通費を賠償

請求方式

請求方式のイメージ図

① 混 合
(二つの請求
方式を使用)

請 求 方 式

従来請求方式

簡易請求方式

内　　　容

3か月ごとに実際に発生した費用の領収書を提出して請

求するもの

② 従来請求方式 3か月ごとに実際に発生した費用の領収書を提出して請

求するもの

平成23年12月から平成24年5月までの期間に限り領収

書を不要とし、前回（平成23年11月分まで）の実績に

応じて請求するもの

注：簡易請求は東京電力への申出が必要になります。

請
求
期
間

請
求
方
式

①
混　　合

②
従来請求

１回目
(平成23年3月
～平成23年8月)

２回目
(平成23年9月
～平成23年11月)

３回目
(平成23年12月
～平成24年2月)

４回目
(平成24年3月
～平成24年5月)

領収書必要 前回の実績により領収書不要

領収書必要

����������	
������

賠償請求賠償請求

みんなでともに
乗り越えよう
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　健康保険課健康係 　0240（34）0249
　0243（62）0168
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いつか役に立つ

法 律
知 識

No.12

弁護士　大橋　征平
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

10月28日、浪江中学校の文化祭「秋桜祭」が二本

松市内の仮校舎で開催されました。

今年は「最高の仲間と未来の道を」をテーマに、

総合学習の発表や英語劇「歯形の栗」、ハンドベルと

合唱、よさこいと恋ダンス、そして自主制作映画

「The road to the future」を上映しました。また、

昼食には食育の一環として「ランチバイキング」も実

施しました。

浪江中学校からのコメント
今年は全校生が９名となってしまいましたが、企画から準

備、当日の発表の全てに全員がかかわり、まさに一人一人が

主人公となった秋桜祭でした。これまで総合学習では、「ふる

さと浪江」をテーマに学習し、９月には、浪江町の現地調査

も実施しました。生徒たちは、このことを通してふるさとを

見つめ直し、復興に向けての願いや自分たちの未来への希望

を大きくすることができました。

これまでの多くの皆さまのご支援、ご協力に対しまして、

改めて感謝申し上げます。

10月24日、浪江町役場町長室にて、声掛け訪問隊「ぐるりんこ

隊」に感謝状が贈呈されました。

ぐるりんこ隊は平成24年４月に、いわき市内に生活する浪江町

民同士のつながりを維持し避難生活を支えるため、なみえ絆いわ

き会（会長　大波大　さん）に所属する女性の皆さんを中心に結成

されました。

困りごとや健康などの相談訪問の活動を５年間行ってきました

が、町民の生活が落ち着いてきたこともあり、平成29年３月に一

旦解散することになりました。

　浪江にじいろこども園　　0240（25）8619

今年も残すところ１か月となりました。12月は、クリスマスなど
イベントがいっぱいです。寒い冬を元気に乗り越えるためにも、しっ
かり食べて元気に過ごしましょう！

冬の野菜を食べましょう!!
冬の野菜は甘みがあり柔らかく、体の調子を整える根菜類や緑黄色野菜がたくさんあります。

冬場は基礎代謝量が増え、味覚的にも、たんぱく質・炭水化物・脂肪といったエネルギー源となる

ものを好みます。消化・吸収・代謝を効率良くするためにも、野菜をしっかり食べましょう。

冬野菜を使って、シチューやカレー、鍋物料理を作ってみてはいかがですか。

ビタミンCが多く、
消化酵素を含み胃
の消化を助けます。
●先　端…辛味が強い
●真ん中…甘みが強い
●葉の近く
　　…辛味が弱く固い

アリシンという
成分が含まれて
いて血行を良く
する働きがあり
ます。
また、疲労回復効果もあ
ります。

ビタミンCが
豊富なので風
邪予防に役立
つほか、鉄分も多く含ま
れているため貧血予防に
も効果的です。

根はビタミン
Cが多く、消
化酵素を含む
ため整腸作用がありま
す。葉は、緑黄色野菜の
ため葉酸などの栄養が豊
富に含まれています。

12月は

11時～15時
９日 土

11時～15時
10日 日

毎月
第2土曜・

日曜は

まるしぇの
日♪

　餅つき大会
昔ながらの杵と臼で
お餅つき体験と
お雑煮等のふるまい

りんご

1月は13日（土）14日（日）に開催します。秋田の『なまはげ』現る！

年末年始
の営業

※都合により、内容等を変更する場合があります。ご了承ください。

各日先着200食

各日先着200個

11時～復興うつくしまYOSAKOI 相双 in まるしぇの日
　　　　「桜家一門YOSAKORI 隊」
　　　　「福島学院大学YOSAKOI クラブ月下舞流」
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　ほか10チーム程度
※時間未定　バンド演奏　音楽工房（南相馬市）
　　　　　　アコースティックギター弾き語り　
　　　　　　　　　　　　　　　ＭＡＵＤＩＥ（東京都）
11時～復興うつくしまYOSAKOI 相双 in まるしぇの日
　　　　「福島学生“源種”～seed～」
　　　　「宮城学院女子大学よさこいサークルPosso ballare?MG」
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　ほか10チーム程度
※時間未定　ジャグリング　ムッシュー・マサ（千葉県）

なみえをライトアップ！

初日の出イベント開催

まち・なみ・まるしぇ周辺をイルミネーションでライトアップします。

町営大平山霊園にて、一緒に元旦を迎えましょう。新春神楽の
披露もあります。詳しくは町ホームページ等をご覧ください。

９日
（土）

10日
（日）

ステージ

イベント

記念品

産業振興課商工労働係
0240（34）0247

駐車場は役場敷地内駐車場をご利用ください。皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

お知
らせ

12月29日（金）から1月3日（水）まで休業します。
※コインランドリー２店舗（クリーニングを除く）については無休・24時間
　で営業しています。

�����������	
������
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10月21日、国道６号沿線の９会場において、清掃ボランティ

ア活動「みんなでやっぺ‼きれいな６国」が行われました。
この活動は、NPO法人ハッピーロードネットの主催により実

施され、浪江会場では小雨のぱらつく中、約100名の方が参加

し、町民の方や町を訪れる方が心地よく過ごせればとの思いか

ら、国道６号や中心市街地のゴミを拾い集めました。

‼

　　　　〈チーム名〉
優　勝　き よ は し
準優勝　ＰＯＷＥＲ’Ｓ
第３位　浪江クラブ

10月14日、浪江町地域スポーツセンターにおいて、浪江

町長杯バレーボール大会が開催されました。

今大会は震災後初めて町内で開催され、各チーム白熱し

たプレーで大いに盛り上がり、笑顔でバレーボールを楽し

んでいました。

結果は次のとおりです。

10月14日、相馬光陽ソフトボール場において、第

４回市町村対抗福島県ソフトボール大会が開幕し、熱

戦が繰り広げられました。

浪江町の初戦は二本松市との対戦で、チーム一丸

となり全力プレーで臨みましたが、１回戦敗退となり

ました。

皆さん応援ありがとうございました。

�����������	
������

優　勝　梅津　義雄（津　島）
準優勝　山田　　茂（苅　野）
３　位　橘川　孝志（津　島）
４　位　木幡　一郎（苅　野）
５　位　志賀　真芳（大　堀）

男
性
の
部

優　勝　後藤　初枝（郡山市）
準優勝　吉田美智子（幾世橋）
３　位　佐藤ヨシ子（本宮市）
４　位　椎葉扶美江（大　堀）
５　位　佐藤沙智子（福島市）

女
性
の
部

10月７日、二本松市日山パークゴルフ場において、浪江

町長杯パークゴルフ大会が開催されました。雨の中での競

技でしたが、参加者の皆さんは元気にプレーし、親睦を図

りました。

結果は次のとおりです。（敬称略）

　　　　〈チーム名〉
優　勝　あ じ さ い
準優勝　ば　　　ら
第３位　り ん ど う

10月21日、二本松市屋内ゲートボール場において、町長杯

秋季ゲートボール大会が開催されました。

参加者の皆さんはチームプレーを通して、親交を深めてい

ました。

結果は次のとおりです。

優　勝　佐藤　長男（立　野）
準優勝　佐藤　一三（川　添）
３　位　新田　　云（井　手）
４　位　脇坂　秀一（田　尻）
５　位　桑嶋　敏男（樋　渡）

男
性
の
部

優　勝　高木　育子（酒　井）
準優勝　藤田ツネ子（川　添）
３　位　井手　玲子（井　手）
４　位　佐藤ヒデ子（川　添）
５　位　清水　藤子（高　瀬）

女
性
の
部

10月26日、町内の幾世橋小学校

校庭において、町長杯グラウンド

ゴルフ大会が開催されました。

震災後、屋外で開催され

る大会としては、今回のグ

ラウンドゴルフ大会が初め

てとなり、参加者の皆さん

は懐かしい土地での競技を

とても楽しんでいました。

結果は次のとおりです。

　　　　　　　　（敬称略）
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回　収　事　業 連　　絡　　先

粗大ごみの戸別回収
（帰還困難区域以外）

㈲佐洋運輸　回収コールセンター
　0120（103）726（平日８時～17時）
　0120（503）726（24時間受付）

除染で集められた不用品
（除染残置物）の回収および
ごみの出し方全般について

環境省福島環境再生事務所 浜通り北支所
　0244（26）9912
　　　（平日８時30分～17時15分）

浄化槽の汲み取り
（帰還困難区域以外）

㈲阿部衛生社
　0120（127）002
　　　（月曜・祝日を除く９時～17時）

環境省で実施している被災家屋等の解体申請

の受付は、

平成30年３月30日
で終了となります。

　　
申請期間の延長はありません。被災家屋解体

を希望される方は、平成30年３月30日までに

被災家屋解体または家屋被害認定調査の申請を

してください。

※平成30年３月31日以降、被災家屋解体申請

はできません。

【建物解体の留意点】
●付属建物（倉庫、納屋、店舗、ブロック塀等）

のみの解体も可能です。

※付属建物のみの場合、り災証明書は不要です。

●解体申請後のキャンセルは可能です。

【被災家屋解体申請先】
株式会社高島テクノロジー 被災建物解体受付窓口

●二本松窓口
　0120（603）016
受付時間　平日８時30分～16時30分

二本松市北トロミ573

　（浪江町役場二本松事務所隣）

●南相馬窓口
　0120（664）123
受付時間　平日９時～17時

南相馬市原町区錦町一丁目132－1

レスディビル２階（原ノ町駅東口）

●浪江町役場本庁舎窓口
　0120（770）443
受付時間　平日８時30分～17時

浪江町大字幾世橋字六反田7－2

　（浪江町役場本庁舎１階西側）

土・日曜日・祝日・年末年始を除く

浪江町役場住民課税務管理係
　 0240（34）0223
平日８時30分～17時15分

（土・日曜日・祝日・年末年始を除く）

家屋被害認定調査の申請・相談

環境省 福島地方環境事務所浜通り北支所
　 0244（26）9948
平日８時30分～17時15分

（土・日曜日・祝日・年末年始を除く）

家屋等の解体に関する問合せ先

各連絡先のとおり受け付けています。

お申込みが集中し、実際に受託業者が作業に入るまでに相当な日数がかかる場合が

ありますので、ご希望の方は早めのお申込みをお願いします。

◎片付けごみについては、町内全域でごみステーションでの回収も行っています。
◎必ず燃えるごみと燃えないごみに分け、中身の見える透明または半透明の袋に入れて出してください。
なお、ごみが大量になる場合は動物による被害を避けるため、帰還困難区域以外は戸別回収をご利用
ください。

10月28日、福島県と町との共催で原子力防災訓練

を行いました。

福島県浜通りを震源とする震度６弱の地震により

原子力発電所で事故が発生し、浪江町内で20μSv/h

の放射線量が観測されたという想定で行われ、各種

訓練を実施しました。

訓練には約60名の住民が参加し、浪江町内から避

難先である二本松市へバスで避難しました。

８時に一時集合場所の浪江町地域スポーツセン

ターに集合した後、バスで移動する中、安定ヨウ素

剤の配布、服用訓練を行いました。その後、川俣町

体育館でスクリーニングを受け、避難中継所の二本

松市立小浜中学校へ移動しました。

避難中継所では、避難所の開設状況等を確認し、

避難先でもコミュニティを維持できるように、地域

ごとに避難所を割り振る調整を行い、避難所の福島

県立安達高等学校へ行き、物資配布訓練、防災資機

材等の展示が行われました。

また、関係機関による逃げ遅れた方の捜索や、傷

病者の搬送訓練も実施しました。

訓練では、原子力災害時の避難の流れを改めて確

認するとともに、町の防災体制をより良くするた

め、関係機関と連携して対応に当たりました。

町は、今回の訓練結果を踏まえ、更なる防災対策

の充実を図っていきます。

スクリーニング

避 難 所災害対策本部

10
月
12
日

埼
玉
県
毛
呂
山
町
区
長
会
様（義

援
金
）

10
月
19
日

堀
川
文
夫
様
・
貴
子
様

　

（
絵
本
「
手
紙
お
母
さ
ん
へ
」４冊

）

皆さまから義援金等の支援をお届けいただきました。
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

　浪江診療所　　0240（23）6173
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ご自宅に一時帰宅される際に支障となっている自宅玄関までの進入路および１～２台

分の駐車スペースの雑草について、除草作業を実施させていただきますので、下記受付

ダイヤルまでお申込みください。

　　■内　　容　公道から自宅玄関までの進入路および１～２台分の駐車スペースの除草
■区　　域　浪江町全区域　
■期　　間　平成29年10月１日～平成30年３月30日
■受付時間　平日９時～12時、13時～16時
■受付期間　平成30年２月28日まで

町民の皆さまが困っている事案や人手が必要な作業について、お手伝い活動を実施さ

せていただきますので、下記受付ダイヤルまでお申込みください。

　　■内　　容　簡易な除草や重量物の屋内移動など（２名で１時間程度でできる軽作業）
■区　　域　帰還困難区域を除いた区域
■期　　間　平成29年10月１日～平成30年３月30日
■実 施 日　火曜日～金曜日（祝日は除く）
■受付時間　９時～12時、13時～15時
■受付期間　平成30年３月30日まで

東京電力ホールディングス株式会社 受付ダイヤル　　 080（5527）3959
お電話が混み合うこともございますので、ご了承ください。

お申込み先

詳細は浪江町ホームページをご覧ください。

浪江町内（帰還困難区域を除く）の住宅の清掃（片付け）を実施させていただきます

ので、下記受付ダイヤルまでお申込みください。

　　■内　　容　不要となった家財道具等の屋外（敷地内）への搬出および掃き掃除
■区　　域　帰還困難区域を除いた区域
■期　　間　平成29年10月１日～平成30年３月18日
■受付時間　平日９時～12時、13時～16時
■受付期間　平成30年２月28日まで
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町民の皆さんからお寄せいただいた情報を掲載します

　　
川添芸能保存会の活動も多くの方々のお力添えをいただ
き、震災後４年目を迎えることができました。ありがとう
ございます。
平成30年元日は、厄払い・無病息災・家内安全・商売
繁盛・新築祝い等を祈願して町内で神楽を演舞させていた
だきますので、ご希望の方はお問合せください。
会員一同、皆さまのご多幸を願い、演舞させていただき
ます。

浪江町川添芸能保存会　会長　石澤孝行
090（1063）2500

　　
今年も大晦日のお昼（正午）から、大聖寺で鐘つきを行
います。どなたでもご参加いただけますので、皆さんぜひ
お越しください。
なお、当日お車でお越しの方は、大聖寺裏手の墓地駐車
場をご利用ください。

大聖寺（浪江町大字北幾世橋字北原６）
024（563）5715

浪江町川添芸能保存会
　　　　平成30年新春神楽の舞

大聖寺除夜の鐘つきのご案内
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企画財政課情報統計係 　　0240（34）0241

下記URLをブラウザに入力
https://news.namie-tablet.jp/

下記 URLをブラウザに入力
https://news.namie-tablet.jp/

Play ストアで「なみえ新聞」と
入力してアプリをダウンロード

QRコード
なみえ新聞

QRコード
Playストア

なみえタブレット 通 信

◆第1回「なみえチャンネル」知ってるつもり？
　クイズに挑戦しよう！

◆確認ください！
　最近増えているお問合せ内容を公開します。

◆「なみえ新聞」は、パソコンや iPhone・スマートフォンでも見ることができます。

浪江町タブレットサポートセンター ※通話料無料

☎ 0800（919）3287（　　　　　　　　　　　　　　  ） 平日9時～17時15分
年末年始休み12月29日～1月3日

タブレットに関する
お問合せ

【パソコン】の方 【iPhone】の方 【スマートフォン】の方

回答方法は、あてはまるものを一つ選んで押すだけ。
なみえチャンネルを見ている人なら誰でも答えられるはず！？

タブレットの貸出し期間を教えて
ください。

使っていないタブレットを返却し
たいです。

クイズは、なみえ新聞内「おもしろ」のコーナーに掲載されます。

ここにクイズがあります

なみえ新聞

おもしろ

「なみえチャンネル」
知ってるつもり？

お問合せ内容 回　　　答

現在のところ、平成30年3月末まで貸出しが決まっています。
来年度についても、引き続き使用できるように調整を進めてい
ます。決まり次第、広報紙やタブレット内でお知らせします。

随時返却を受け付けています。
タブレットサポートセンターまでご連絡ください。

タブレットを借りた時の名義人が
亡くなりました。

名義変更あるいは返却の必要があります。
タブレットサポートセンターまでご連絡ください。

冬の時期、タブレットの取扱いで
注意することは？

長時間低温状態にさらされると起動しない、動かないという
ことがあります。 
予防には、タオルで包んで持ち歩く、ケースに入れるなど急
な温度変化の影響を受けないための工夫が大切です。起動し
ないときは、常温でしばらく待ってから再度試してください。

「第 5 回あっぷるサロン」
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弘前大学浪江町復興支援室から

放射線豆 知識
　Dシャトルは1時間ごとの個人線量を記録（バッジ式線量計は3か月間の個人線量を測定）します。1時間ごと
の線量が記録されるDシャトルを使うと、“どのような行動をすればどのような線量になるか”という自身の行動
と線量の関係を知ることができます。
　下の図は、個人線量を記録したグラフです。10時と11時の数値が上昇していますが、これは飛行機に乗って
いたことが原因です。地上には宇宙からの放射線（宇宙線）が降り注いでいて、地上に到達するまで地球の大
気の層の中を進みます。この大気の層が宇宙線を防ぐ遮へいとなり、地上では十分に遮へいされますが、飛行
機が飛ぶ高度に届く宇宙線は大気中の短い距離しか進まないため、大気による遮へい効果が薄く、放射線量が
多くなることから、地上に比べ数値が高いという結果を示しています。

　町は町内で居住している方、町内で活動されている方に、1日ごと、1時間ごとの積算線量が
分かる「Ｄシャトル」の貸出しを行っています。毎月第3金曜日に役場本庁舎において、専門家
によるDシャトル読取会および放射線相談会を行っていますので、お気軽にご利用ください。

　Dシャトルの詳しい結果は、浪江町役場本庁舎または二本松事務所に設置している専用の読取機で確認する
ことができますので、お気軽にお越しください。

2017年9月14日 線量の推移

0
0 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 231 2 3 4 5

0.1
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0.5

【時】

線
量
［
μ
Sv
］

～個人線量計（Dシャトル）～

●Ｄシャトル読取会・放射線相談会の開催について

浪江町役場本庁舎1階ホール

開　催　日　時 場　　　所

浪江町役場本庁舎1階ホール

12月15日（金） 10時～15時

１月19日（金） 10時～15時
健康保険課放射線対策係
0240（34）0261

弘前大学浪江町復興支援室（健康保険課内） 
　　本　庁　舎 　 0240（34）3657
　　二本松分室 　 0243（62）0208
　　（平日8時30分～17時15分）

「おしゃべり会」開催のお知らせ
12月６日（水）15時～16時30分 
　　浪江町地域スポーツセンター（浪江町）
12月７日（木）10時～11時30分 
　　北原団地集会所（南相馬市）
 １月11日（木）10時～11時30分 
　　桑折駅前団地集会所（桑折町）
 １月11日（木）14時～15時30分 
　　石倉団地集会所（二本松市）

  弘前大学浪江町復興支援室（健康保険課内） 
  　　本庁舎 　 0240（34）3657
　　（平日8時30分～17時15分）

浪江町大字権現堂字下川原71-1
（浪江町商工会館東側）

放射線の相談もできます。お気軽にご参加ください。
（予約不要・参加費無料）

どうぞお気軽にご参加ください。皆さまの参加をお待
ちしています。（予約不要・参加費無料）

「第 5 回あっぷるサロン」「第 5 回あっぷるサロン」
開催のお知らせ

開催日時・場所 開
催
日
時
・
場
所

12月19日（火） 13時30分～15時　
権現堂集会所

................................................
.

動物のお話
アライグマの被害と放射線の影響
～アライグマってどんな動物？～
　　　　　　　　　  （弘前大学　三浦富智 先生）

内　

容
松ぼっくりツリー作り
松ぼっくりをデコレーションしクリスマスツリー
を作りませんか？

放射線や体調について
放射線について気になること、分からないこ
と、健康への不安などの質問に弘前大学の専
門家がお答えします。

内　

容



���� �������	
������

消防署からのお願い

総務課防災安全係　　0240（34）0229

年末年始の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

毎年この時期は、交通事故が増える時期となりますので、交通ルールを
守り、正しい交通マナーの実践を習慣付け、交通事故防止に努めましょう。

平成29年12月10日（日）から
平成30年１月７日（日）まで（29日間）
　　

●高齢者の交通事故防止
●夕暮れ時や夜間の交通事故防止
●全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい
着用の徹底

●飲酒運転の根絶

侵入盗とは、空き巣や忍び
込みなどの侵入窃盗のこと
で、非侵入盗とは、それ以外
の窃盗のことです。

浪江町では、平成23年１
月27日以降、死亡事故が発
生していません。引き続き安
全運転でお願いします。

浪江町の
刑法犯認知件数
（平成29年10月末現在）

浪江町の
交通事故発生状況
  （平成29年10月末現在）

侵 入 盗　16件
　　　　（前年同期比＋４）

非侵入盗　 ６件
　　　　（前年同期比－７）

そ の 他　 １件
　　　　（前年同期比－１）

合　　計　23件
　　　　（前年同期比－４）

物件事故　61件
　　　　 （前年同期比＋９）

人身事故　 ０件
　　　　 （前年同期比－８）

死 者 数　 ０件
　　 　　（前年同期比±０）

傷 者 数　 ０件
　　　　 （前年同期比－10）

総務課防災安全係
0240（34）0229

早めのライト点灯を
心掛けましょう

〈お問合せ先〉
双葉警察署（富岡町）　　0240（22）2121

双葉警察署からのお知らせ双葉警察署からのお知らせ

……………………………………
秋口から冬季の16時から19時ま
での時間帯は、重大事故が多発する
傾向がありますので、次のことを心
掛け交通事故を防止しましょう。
……………………………………

①16時を目安とした早めのライト点
灯を心掛け、自分の存在を周囲の車
両や歩行者などに知らせましょう。
②車のライトは、対向車や前方に歩行
者がいないときは「上向き」が原則
です。ライトの「上下切替え」をこ
まめに行い、歩行者や自転車の早期
発見に努めましょう。
③歩行者は、反射材用品や懐中電灯を
活用し、交通事故に遭わないよう注
意しましょう。

期間

運動の
重点
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火事と救急は119番
〈消防署連絡先〉

浪江消防署　　0240（34）7360
富岡消防署　　0240（25）2119

住宅用火災警報器の
点検方法

年末年始を安全に!!

①機器にホコリが付着している
と正常に作動しない場合があ
るので、軽く汚れを拭き取っ
てください。
②音が鳴らない場合は電池切れ
や故障などが考えられますの
で交換をお願いします。

暖房器具の
チェックポイント

①周囲に可燃物を置かない。
②外出の際や寝るときは火を消
す。
③給油は火を消してから行う。
④異常を感じたら使用を中止す
る。
※ストーブでは電気ストーブの
火災が多い。

電気器具の
チェックポイント

①破損している物は使用しない。
②プラグ部分をこまめに清掃す
る。
③配線の上に重い物を置かない。
④タコ足配線をしない。
⑤使用後は必ずスイッチを切る。
⑥コードを束ねて使用しない。

年末年始を迎えるに当たり、ご家庭での暖房器具や電気器具の使用に起因する
火災の発生が危惧されます。年末の大掃除と併せて清掃・点検をお願いします。

消防署からのお願い消防署からのお願い

ほこりが
たまってるよ！

たばね
ないで！

たこ足だよ！

重いよ！ピーピーピー
火事です

ボタンを
押す

ひもを
引く

●
●
●

●

双葉警察署からのお知らせ
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ
して福島第一原子力発電所の事故により、町内全域
に出されていた避難指示は、平成29年３月31日に
「帰還困難区域」を除き解除されましたが、多くの
浪江町民は福島県内外に分散避難をしています。長
期化する避難生活、先の見えない不安の中で、町民
の皆さんがどのような思いで生活し、ふるさとへの
思いを抱いているのか。
　こうした町民の思いをつなげるため一般社団法人
東北圏地域づくりコンソーシアム（※）が中心となり、
全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さんが取材を進め、
浪江町との連携のもと「浪江のこころ通信」が編
集・発行されています。
　この“浪江のこころプロジェクト”は、町民の皆
さんの声を「浪江のこころ通信」を通してお届け
し、ふるさと浪江町がかつての暮らしを取り戻すこ
とへの願いとこだわりを発信・共有しようとするも
のです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の
まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第78号 ●

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から６年以上が経過した今、感
じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

「浪江のこころ通信／第78号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7－2

　　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0240（34）4593
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　募集対象　
平成23年３月11日時点で、浪江町に住民票
があった方

　原稿内容等

【様　式】応募様式は自由です。
【文字数】1,000字程度
　　　　（400字詰めの原稿用紙２～３枚）
【原稿内容】
・浪江町で暮らしていた時の思い出
・最近の生活での出来事
・浪江町への想い
　　　　　　などを自由に書いてください。
【必要事項】
文末に、応募者の①お名前②年齢③避難先住
所④電話番号を記入してください。

　応募方法

浪江のこころプロジェクト事務局まで郵送ま
たはメールでご応募ください。
【郵送先】
浪江のこころプロジェクト事務局
（浪江町役場企画財政課情報統計係）
〒979－1592 福島県双葉郡浪江町大字幾世橋
字六反田７番地２
　namie12030@town.namie.lg.jp

　その他

・応募者には、記念品を進呈します。
・応募原稿はお返ししません。
・応募いただいた原稿は、広報なみえの「浪
江のこころ通信」のコーナーに、ご本人の
顔写真とともに掲載させていただくことが
あります。その際には、個別に連絡させて
いただきます。

浪江町で過ごした日々の
思い出や、最近の出来事、
将来の浪江町への想いなど
を聞かせてください。

　・　浪江のこころプロジェクト事務局
　　　（浪江町役場企画財政課情報統計係）
　 0240（34）0241　　0240（34）4593

取材を受けていただける方も
随時募集していますので、
ぜひ事務局へご連絡ください。
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再取材シリーズ

叶谷　勇郎さん・タケ子さん（幾世橋）
取材者：特定非営利活動法人寺子屋方丈舎　江川
取材日：９月10日

海の仕事を懐かしみながら

勇郎さんは、震災前は漁師で、家族で海の仕事をし
ながら生活してきました。かつての暮らしを懐かしみ
つつ、今はご夫婦で家庭菜園などを楽しみながら暮ら
していらっしゃいます。
震災後リフォームした町内のお家に、新しい住人の
猫と一緒に帰ってきたお二人に現在の生活についてお
話しいただきました。

◆
親
子
で
船
に
乗
り
魚
を
獲
っ
た
毎

日
勇
郎
さ
ん
　
震
災
前
に
は
漁
師
と
し

て
、
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
息
子

家
族
も
同
居
し
て
い
た
の
で
、
夜
明

け
前
か
ら
息
子
と
二
人
で
漁
に
出

て
、
獲
っ
て
き
た
魚
は
、
妻
が
港
で

仕
分
け
て
と
、
家
族
全
員
で
海
の
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。
カ
レ
イ
や
ヒ

ラ
メ
、
小
女
子
や
シ
ラ
ス
と
季
節
ご

と
の
魚
を
獲
っ
て
い
ま
し
た
。

タ
ケ
子
さ
ん
　
夫
と
は
昭
和
46
年
に

結
婚
し
ま
し
た
。
酒
も
タ
バ
コ
も
た

し
な
ま
な
い
、
真
面
目
で
実
直
、
仕

事
熱
心
な
夫
の
こ
と
を
、
私
の
母
も

す
ご
く
気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

勇
郎
さ
ん
　
震
災

後
は
、
家
族
全
員

で
山
形
へ
と
避
難

し
ま
し
た
。
福
島

か
ら
避
難
し
て
来

た
と
い
う
こ
と
で

快
く
受
け
入
れ
て

い
た
だ
き
、
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
複
雑
な

気
持
ち
も
あ
り
ま

し
た
。
「
い
ろ
い

ろ
配
慮
し
て
い
た

だ
い
て
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
い
う
気
持
ち
と
、
誰
が

悪
い
と
か
で
は
な
く
、
人
に
世
話
に

な
っ
て
い
る
自
分
の
存
在
が
ど
こ
か

や
る
せ
な
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
ね
。

◆
話
を
す
る
と
つ
な
が
れ
ま
す

勇
郎
さ
ん
　
福
島
に
戻
り
、
相
馬
の

仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し
は
５
年
４
か

月
余
り
続
い
た
の
で
、
運
動
不
足
で

足
が
弱
り
、
歩
け
な
く
な
っ
て
は
大

変
だ
か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
散
歩
を

し
ま
し
た
。

タ
ケ
子
さ
ん
　
近
所
の
女
同
士
で
た

く
さ
ん
話
を
し
ま
し
た
。
昔
か
ら
の

知
り
合
い
と
い
う
よ
り
は
、
仮
設
で

知
り
合
っ
た
人
が
大
半
で
す
。
筋
ト

レ
体
操
を
や
っ
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
を

し
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

勇
郎
さ
ん
　
仮
設
住
宅
時
代
の
縁
は

今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。
月
一
回
は

誘
い
合
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
に
出
掛
け
て

い
ま
す
。
歌
が
上
手
い
わ
け
で
は
な

い
け
れ
ど
、
話
を
す
る
の
が
い
い
ん

で
す
。

◆
家
庭
菜
園
が
喜
び

勇
郎
さ
ん
　
息
子
家
族
は
、
現
在
、

神
奈
川
県
に
住
ん
で
い
ま
す
。
時
折
、

息
子
家
族
の
所
へ
行
き
ま
す
が
、
そ

の
度
に
孫
の
成
長
の
早
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
あ
れ
か
ら
７
年
目
で
す
。
あ
っ

と
い
う
間
で
、
暮
ら
し
も
変
わ
り
ま
し

た
が
、
今
は
家
庭
菜
園
が
一
つ
の
楽
し

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海
で
は
、
体
を

使
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
の
で
、
陸
に
上

が
る
と
何
に
も
で
き
な
い
か
ら
、
せ
め

て
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ア
ス
パ
ラ
、
に

ん
じ
ん
、
レ
タ
ス
な
ど
の
野
菜
を
作
り

な
が
ら
、
夫
婦
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

タ
ケ
子
さ
ん
　
漁
師
は
、
昔
か
ら
食

べ
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
い
っ
ぱ
い

ご
飯
を
作
っ
て
、
家
族
全
員
仲
良
く

食
事
を
し
て
い
た
頃
の
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
ま
た
、
南
相
馬
で
買
い

物
を
し
て
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
い

ま
す
。

　
ど
こ
に
い
て
も
、
家
族
は
一
緒
。

息
子
家
族
に
も
今
の
暮
ら
し
を
受
け

入
れ
、
笑
顔
で
暮
ら
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

▲浪江のご自宅でのお二人。
　これからもお元気でお過ごしください。

福島県

●●●●

▲いまでも届く仮設からの便り

こ
う
な
ご
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木幡　凉子さん（権現堂）
取材者：ＮＰＯ法人くびき野ＮＰＯサポートセンター　橋詰
取材日：９月27日

浪江のことは片時も忘れたことはない

現在、新潟県柏崎市で一人暮らしをしている木幡さん。
浪江町の写真を見ながら、浪江への思いをお話しいただき
ました。
ここ柏崎も良いところだけど、浪江に戻れるなら戻りたい
と語られていたのが印象的でした。

◆
あ
っ
と
い
う
間
の
6
年

震
災
発
生
か
ら
今
日
ま
で
の
6
年

間
は
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
。
震
災
当
時
の
事
は
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
す
ご

い
揺
れ
で
、
自
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も

倒
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
す
ぐ
に
家
を

飛
び
出
し
、
近
く
の
駐
車
場
に
み
ん

な
で
集
ま
り
、
様
子
を
見
守
っ
て
い

ま
し
た
。
翌
朝
、
孫
た
ち
が
一
度

戻
っ
て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
近
く
の

体
育
館
に
避
難
し
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
満
員
で
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
時
は

ど
う
し
よ
う
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
を
探
し
な
が

ら
、
し
ば
ら
く
車
で
移
動
を
続
け
、

な
ん
と
か
空
い
て
い
る
体
育
館
が
あ

る
と
い
う
情
報
を
聞
き
、
そ
こ
に
駆

け
込
み
ま
し
た
。

そ
の
後
各
地
を
転
々
と
し
、
平
成

23
年
8
月
か
ら
福
島
市
の
仮
設
住
宅

に
入
り
ま
し
た
。
最
初
は
知
り
合
い

も
い
な
く
て
寂
し
さ
や
不
安
を
感
じ

て
い
ま
し
た
が
、
偶
然
友
人
が
隣
の

部
屋
に
来
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
助

か
り
ま
し
た
。
毎
日
お
互
い
の
部
屋

に
遊
び
に
行
っ
て
は
、
夕
方
ま
で
お

茶
を
飲
ん
だ
り
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し

た
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
現

在
、
そ
の
友
人
は

南
相
馬
市
の
公
営

住
宅
に
い
る
よ
う

で
す
。
時
々
思
い

出
し
て
は
寂
し
く

な
り
ま
す
が
、
元

気
で
い
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

◆
故
郷
は
特
別
な

存
在

約
５
年
過
ご
し

た
福
島
市
の
仮
設

住
宅
か
ら
、
昨
年

の
6
月
に
現
在
の

新
潟
県
柏
崎
市
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
土
地

で
す
が
、
頑
張
っ
て
日
々
生
活
し
て

い
ま
す
。

浪
江
に
い
た
頃
の
趣
味
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
で
し
た
。
普
通
の
ゴ
ル

フ
よ
り
も
簡
単
で
老
若
男
女
で
盛
り

上
が
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
柏
崎
で

も
機
会
が
あ
れ
ば
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浪
江
に

あ
っ
た
「
マ
リ
ン
パ
ー
ク
な
み
え
」

に
も
よ
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に

屋
上
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事

は
す
ご
く
楽
し
み
で
し
た
ね
。
最
近

で
は
、
手
芸
に
も
は
ま
っ
て
い
ま

す
。震

災
か
ら
6
年
が
経
ち
ま
し
た

が
、
浪
江
の
自
宅
は
庭
な
ど
も
手
入

れ
で
き
て
い
な
い
の
で
、
ま
だ
ま
だ

荒
れ
た
ま
ま
で
す
。
幸
い
に
も
自
宅

の
損
傷
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
現
在
も
周
り
に
帰
宅
者
は

い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
浪
江

の
こ
と
を
忘
れ
た
日
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
い
つ
か
帰
り
た
い
と
い
つ
も

思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
柏
崎
も

素
晴
ら
し
い
所
で
す
。
周
り
の
環
境

も
い
い
所
で
す
が
、
や
は
り
故
郷
は

い
つ
ま
で
も
特
別
な
存
在
で
す
。

い
つ
か
ま
た
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

浪
江
に
戻
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

▲浪江の風景や当時の
思い出を懐かしむ木
幡さん

趣味で作って
いるクラフト
パッチワーク

▲

新潟県
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